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クェーサーは極めて明るい活動銀河中心核であり、銀河中心部に存在するブラックホールにガスが降着する事
で輝いていると考えられている。そして、その明るさ故に高赤方偏移での宇宙の大規模構造の probeになりうる
とされている。クェーサーと銀河の間には観測的に様々な相関が見受けられることから、クェーサーの形成と進
化は銀河の形成・進化と密接に関っていると考えられる。しかしながら、宇宙論的な階層的構造形成のシナリオ
に基づく理論的研究においては、これまでは銀河とクェーサーは別々に解析されることが多かった。
そこで本研究では、階層的構造形成理論に基づいた銀河形成のモデルである準解析的モデルに、クェーサー

のモデルを組み合わせ、銀河とクェーサーの形成・進化を統一的に扱うモデルを構築し、クェーサーの空間相関
の解析を行った。クェーサーのモデルとしては、銀河同士がmajor mergerを起こした時に銀河中心に大質量ブ
ラックホールが形成され、ガスが供給されて光るというモデルを開発した。また、クェーサーの位置情報を得る
為、N 体シミュレーションにより求めたダークハローの合体系譜を用いた。本講演においては、解析結果を報告
すると共に、クェーサーの空間相関の解析を通してクェーサーとダークマターの分布との違い、即ちバイアスを
決めるクェーサー形成の物理過程について議論する。なお、N 体シミュレーションからのダークハロー合体系譜
の構築方法については本年会の矢作他の講演を参照されたい。


